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在日コリアンポスターにおけるチマチョゴリ表象の専有

KOO BON WOO
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はじめに

本稿では、在日コリアンポスターにおけるチマチョゴリの表象が、在日コ

リアンにいかに「専有」されてきたかについて考察する。チマチョゴリと

は、朝鮮民族の伝統服装を指す語彙として日本に広く知られており、とりわ

け在日コリアンを表象する際に頻繁に用いられ、伝統やエスニシティの象徴

とみなされてきた。確かに、ポスターに描かれたチマチョゴリは、伝統やエ

スニシティを表象していると言えるにしても、時代状況に応じて変化してお

り、そこに在日コリアンによる「専有」が行われている。 

「専有 1）（appropriation）」とは、文化研究の領域で広く使われる概念であ

り、ミシェル・ド・セルトーによって提示された。セルトーは、民衆が支配

的構造に対抗、日常的実践を通じて抵抗を行うと論じ、この抵抗を可能とす

るものとして専有を位置づけた。すなわち、権力構造により与えられた要素

を民衆が主体的に再解釈・利用、新たな意味や価値を生み出すことを意味

する。このようなセルトーの議論は、ジョン・フィスクやヘンリー・ジェン

キンズにより拡張され、民衆がファンダムや文化行為の参加者として自ら

の文化表象を創り上げること、またはそれを可能にさせる行為を指すように

なった。本研究では、チマチョゴリの表象が「専有」されたと捉え、在日コ

リアンがいかに自らのアイデンティティを描いてきたのかを再考する。考察

では、在日コリアンのポスターにみるチマチョゴリのモチーフの使用を専有
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として捉える。従来、伝統の継承やエスニシティの象徴として扱われたチマ

チョゴリのモチーフを、専有の事例として位置づけることにより、在日コリ

アンたちがポスターを通じて行った能動的な抵抗及び共同体の構築、文化実

践を把握することが可能になると考えるためである。

本研究で専有の概念に注目する理由は三つある。 第一に、専有の概念を

取り入れることにより、在日コリアンを権力構造により規定された受動的・

他者化された存在ではなく、主体的な存在として捉え直すことができるから

である。第二に、その主体的な存在である在日コリアンが自らのアイデン

ティティをどのように視覚化し、表象してきたのかを具体的に捉える手がか

りを与えるからである。第三に、専有の過程を検討することにより、在日コ

リアンの集団的アイデンティティ形成、または視覚的実践へとつながったの

かが明らかになるためである。これまで在日コリアンのアイデンティティと

その表象を語る際に、日韓という二極の対立の図式は用いられてきた。しか

し、この図式からは在日コリアンが、日韓のどちらかに近いかが測れたもの

の、彼らが行ってきた表現や視覚的実践については語ることができない。し

たがって本稿では、専有の概念を取り入れ、在日コリアンを主体的表現を行

う存在として再考する。こうした再考に基づき、在日コリアンが行ってきた

表現や文化的実践への理解を促すことを試しみる。

チマチョゴリのモチーフは、在日コリアンとそのアイデンティティを語る

うえ、欠かせない概念として用いられたため、従来の研究からもしばしば取

り上げられてきた。

梁仁実 2）や呉恩英 3）もチマチョゴリを軸に在日コリアンのアイデンティ

ティについて論じている。 梁仁実は、戦後日本の映画における在日女性の

表象が、単なる朝鮮半島のコンテクストをそのまま受け入れたのではなく、

日本の社会の影響を受けていたこを明らかにした。梁は、日本の映画に再現

されたチマチョゴリに注目した。梁はチマチョゴリを、在日コリアンであ

ることを示すための普段着、ホステスの仕事用の晴れ着、民族学校の制服な

ど、それぞれの機能と姿で分類した。梁は、こうしたチマチョゴリにより再
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在日コリアンポスターにおけるチマチョゴリ表象の専有

現される在日女性の表象には、民族やジェンダー、植民地の問題などが絡

み合っていると論じ、これらの諸問題が未だに続いていると指摘した。呉恩

英は、日本の社会にチマチョゴリの語が定着していく過程を検討しつつ、そ

れが在日コリアンの文学作品にどのように表象されるか分析した。呉は、朝

鮮服と呼ばれた伝統服装が、戦後日本の社会で祖国の分断や朝鮮戦争などの

事件を経てチマチョゴリという語に定着したことを明らかにした。呉は一連

の事件によりチマチョゴリが、民族や祖国、母のイメージが重ねられ、単な

る民族衣装を越えた在日コリアンの民族的アイデンティティとして用いられ

ることになったと論じた。これらの先行研究はチマチョゴリが在日コリアン

のアイデンティティと深く結ばれていることを示し、その歴史かつ社会的背

景を明らかにした。しかし、そこに表象されるチマチョゴリは、日韓や男女

といった既存の二項対立の枠組みの中で論じられ、「どちらに近い表象であ

るのか」という視点に限定されてきた。本研究では既存の二極対立の軸を越

え、チマチョゴリの表象の多様な姿、またその表現について分析する。

本論の目的は、戦後の多様な在日コリアン団体が発行したポスターにおけ

るチマチョゴリ表象を分析し、在日コリアンがチマチョゴリをどのように専

有し、能動的に自らのアイデンティティ表象として描いてきたのかを明らか

にすることである。在日コリアンポスターのチマチョゴリは、大きく三つの

傾向に分かれる。第一に戦後直後から 1970年代まで、第二に 1980年代から

1990年代まで、第三に 2000年代以降となる 4）。すなわち、チマチョゴリは、

在日コリアンの時代や社会の必要に呼応して多様に変容するとともに、専有

されてきた。本稿では、こうしたチマチョゴリの表象の変容に注目し、その

専有のあり方を明らかにすることで、在日コリアンが自らをどのように表象

してきたかを検討する。

専有とは

　専有とは、民衆が支配的構造から与えられた資源を自らの文脈に従って再
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解釈・再利用することによって新たな意味や価値を生み出す過程を指す。以

下ではミシェル・ド・セルトー、ジョン・フィスク、ヘンリー・ジェンキン

ズの三者の理論に基づき、それぞれの理論的背景と具体的事例を通じ、専有

の概念についてまとめる。

　ミシェル・ド・セルトーは『日常的実践のポイエティーク』において、民

衆が権力構造により定められた枠組みの中でどのように創造性を発揮するか

について論じた。国家や企業などの権力構造は「戦略」により自らの場所を

作り、統制された秩序を維持、また拡張させる 5）。これに対し、民衆はその

場所の内部にて「戦術」を通じ、戦略を利用しつつ、自らの意図に即した空

間を作り出す。専有とはこの戦術の働きであり、与えられたものを自らの必

要に応じ使い直し、既存の戦略を揺るがす抵抗を可能にさせる 6）。セルトー

はこの専有を説明するため「密猟」という比喩表現をした 7）。許可なき狩猟

活動を意味する密猟をセルトーは読書に比喩した。読者は必ずしも著者の意

図に従わず、自由にテクストを横断、自らの解釈を付け加える。この密猟的

読書により、読者は著者に帰属された意味の所有権を撹乱させ、テクストを

専有する。このようにセルトーによる専有は、民衆による創造性の発揮であ

り、その結果としては巨大権力構造への抵抗を意味する。

　ジョン・フィスクは、セルトーの議論を大衆文化研究へと拡張させた。

フィスクは、大衆が支配的文化の資源を用いて自らの文化を創り出すと論じ、

その過程が専有であり、抵抗であると論じた 8）。大衆文化は常に支配と抵抗

の緊張関係にあり、その闘争の中で専有が実践される。大衆文化での様々の

事例の中、フィスクが注目したのはファンダムにおける専有であった。ファ

ンたちは支配的文化のテクストを受動的に消費するのではなく、そこから

自らの意味などを作り出し、また自ら集団のアイデンティティを形成する。

フィスクはその事例としてマドンナのファンダムを取り挙げる。ファンはマ

ドンナのイメージを専有し、それを自らの文脈に重ね合わせ、新たな女性像

を創り上げた 9）。フィスクが提示したこの専有の形は、個人に留まらず、集

団ごとに共有され、代替的アイデンティティを生み出す。このようなファ
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在日コリアンポスターにおけるチマチョゴリ表象の専有

ンダムは同人誌やファンビデオなどを制作、消費者から生産者へと転換す

る 10）。このようにフィスクの専有は、セルトーが個人の実践として論じた専

有を集団の次元に拡張させ、その過程から集団で共有されることを示した。

　ヘンリー・ジェンキンズはフィスクの理論を継承し、専有を通じたファン

ダムについて論じたうえ、「参加型文化（participatory culture）」という概念

を提示した 11）。参加型文化とは、ファンの新たな表現とその共有に積極的に

促し、またその表現に基づき、ファンダムを越え外部へと拡張していく文化

である 12）。ジェンキンズが示した参加型文化の代表的な事例として「Harry 

Potter Alliance（以下、HPA）」がある。HPAは『ハリー・ポッター』シリー

ズのファンダムから出発した。初期の HPAは、専有を通じた作品の受容、

ポッドキャストやファンビデオの制作及び共有するファンダムであった 13）。

しかし、HPAはそこに留まらず、作品内の概念を現実へと専有し始めた、

HPAは悪に立ち向かう作中の主人公たちに自らを投影した。彼らは現実の

社会問題、飢餓や不公正貿易などを作品内の悪の象徴であるホークルックス

に指定し、それに対抗するためのキャンペーンなどを展開した 14）。このよう

なファンダム内部の交流を越えた HPAの活動は、ジェンキンズが提示した

参加型文化の典型的事例とみなすことができる。

このように、セルトーは専有を民衆の創造的抵抗を可能とさせる実践とし

て捉え、フィスクは大衆文化における集団的アイデンティティ形成の契機と

して、ジェンキンズは新たな表現とその共有・拡張を促す参加型文化の実践

として位置づけた。本研究では、これら三者の専有概念に基づき、在日コリ

アンのポスターに描かれたチマチョゴリのモチーフを専有された表象として

捉え、その表象とアイデンティティ構築の過程を明らかにする。

分析対象及び方法

本研究では、戦後の様々な在日コリアンの団体から発行したポスターのチ

マチョゴリのモチーフを分析する。以下では、分析の対象となるポスターと
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チマチョゴリのモチーフについて概観し、それぞれの特性と本研究における

意義を明らかにする。まずは、ポスターというメディアの特性や歴史的背景

について確認する。次に、チマチョゴリというモチーフの来歴とその象徴性

についてまとめ、研究対象としての位置づけを論じる。

ポスターとは一般的に「（何らかを知らせるため）公共の場に貼られ、一

般的には画像を含む大型の紙片」である 15）。そのためポスターは、人々の目

に入りやすい公共の場、特に柱（post）や電柱などに貼られる（post）媒体

である 16）。本研究でポスターを分析の対象とするのは、在日コリアンにとっ

てポスターが最も広く共有される大衆メディアであるからである。専有概念

を多く用いる文化研究などでは、主にテレビを中心に分析を行うが 17）、在日

コリアンにはテレビ局を所有したことがない。ポスターは、電源を付ければ

視聴できるテレビの同様、特別な努力をしなくても、街角に貼られ見ようと

しなくても目に情報が入ってくるメディアである 18）。その代わりに貼られる

場所、共同体に強く影響され、受けるメディアである。以上の理由から本研

究ではポスターを分析の対象とする。

このようなポスターに描かれた様々な要素の中、本研究はチマチョゴリの

モチーフに注目する。チマチョゴリは、日本において朝鮮民族の伝統服装を

示す言葉のように認知されている 19）。しかし、朝鮮半島ではその名称が異な

る。朝鮮民族の伝統服装を意味する言葉は「韓服（한복）」である 20）。スカー

トを意味する「チマ（치마）」と上衣の「チョゴリ（저고리）」の合成語で、

「チマチョゴリ（치마저고리）」とは、明らかに女性服ということが分かる名

前である。すなわち、日本における「チマチョゴリ」という語の定着は、民

族衣装をめぐる表象が特有の形で専有されたことを示している。

以上の検討を踏まえ、本研究では戦後に発行された在日コリアンのポス

ターのチマチョゴリのモチーフについて分析する。戦後以降に発行されたポ

スター計 373点を分析対象とする。具体的にはケイビーエス株式会社から収

集した 72点、『写真で見る民団 20年史』から抜粋した 22点、在日韓人資料

館の 151点、文化センターアリランの 67点、在日韓国人問題研究所の 13点、
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在日コリアンポスターにおけるチマチョゴリ表象の専有

その他の 48点の資料を分析する。これらのポスターを、チマチョゴリその

もの、チマチョゴリを着た人物、チマチョゴリが描かれた背景の三つの要素

に分け分析する。それぞれの要素を検討することにより、ポスターにおける

チマチョゴリ表象の専有のあり方を明確にする。

分析結果

戦後の在日コリアンのポスターを分析した結果、その表現には一定の傾向

が確認できた。その傾向は時系列的に三つに大別できる。第一期として戦後

から1970年代まで、第二期として1980年代から1990年代まで、第三期とし

て 2000年代以降の区分である。第一期のチマチョゴリは、華やかな晴れ着

や舞台衣装が多く見られ、若い女性と伝統建築と共に描かれた。第二期のチ

マチョゴリは、地味な普段着が老若男女の人物とコリアタウンと共に描かれ

た。第三期のチマチョゴリは、それ自体が注目され、人物や背景無しに描か

れた。以下では、それぞれの時期の特徴的表現を見せるポスターを時期ごと

3点ずつ取り上げ、詳細に分析を行う。

図 1は 1964年の東京商銀信用組合により制作された組合員慰安のイベン

トの告知用のポスターである。このポスターに描かれたチマチョゴリは、舞

踊のための衣装である。身体の線に沿い細身のシルエットが目立つ。また両

手には扇子を持ち、頭にも飾りをかけており、装飾の高い服装であることが

読み取れる。このポスターに描かれたチマチョゴリは、若い女性に着せられ

ている。一人の女性の全身像が描かれており、扇子を使った手の動きや、片

足を上げ体に傾きを作っていることから舞踊の一場面を演じているように見

える。その女性の上の円形の枠に男性人物たちも描かれているものの、いず

れもスーツ姿であり、チマチョゴリ姿の女性との対照をなしている。このポ

スターには、背景が描かれず、女性のモチーフのみが切り取れられている。

図 2は 1967年の在日本大韓民国居留民団により制作された創団 20周年記

念祭の告知用のポスターである。このポスターに描かれたチマチョゴリは、
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セクドンチョゴリである。このセクドンチョゴリとは、袖の部分に多彩な色

の布が用いられたのが特徴である。さらに手首の部分には刺繡も入れられ、

高級感を表している。このようなセクドンチョゴリは主に子供のための祝

日用の服として知られるものである 21）。このポスターに描かれたチマチョゴ

リは、若い女性に着せられている。長く伸ばした髪に伝統的な飾りのデンギ

（댕기）を付けている 22）。左手は顔の前に置き、右手は外側に向け伸ばすよ

うなポーズをとっている。また、両足は左向きに揃えられ、その下には片方

の靴が脱げた状態で置かれている。身体全体のプロポーションは非常に歪ん

でおり、現実には再現できない形をしている。このプロポーションと脱がれ

た靴を見るとこのポスターでは、女性のモチーフを通じ、朝鮮半島を示そう

としたことが読み取れる。このポスターには、背景が描かれず、中心の人物

のみが画面を占めている。

　図 3は 1975年の在日本大韓民国居留民団大阪布施支部の「秋夕同胞慰安

の日」の告知用ポスターである。このポスターに描かれたチマチョゴリは、

複数の人物に着せられている。画面の左上に大きく描かれた女性のチマチョ

ゴリは非常に華麗な晴れ着である。袖やチマ、結び紐に至るまで刺繍が入れ

られ、胸元に伝統的な装飾であるノリゲも見える 23）。画面下段部に描かれた

複数の女性たちに着用されているチマチョゴリにも刺繡が見られ、全体的に

晴れ着の姿が描かれたことが確認できる。このポスターに描かれたチマチョ

ゴリは、すべて若い女性に着せられている。左上の女性は右手にマイクを持

ち、左手を下に向けて伸ばしており、振り付けのような優雅な身振りを取っ

ている。下段の女性たちは互いに手を取り合い、円を作るように並び立って

いる。さらに、ポスターの背景には、芝生と伝統建築物が描かれている。こ

の建物の扁額に書かれた「仁政殿」という名前からポスター全体の背景が朝

鮮王朝の王宮であることが読み取れる 24）。

　以上の三点のポスターから第一期のポスター分析を行った。第一期のポス

ターのチマチョゴリは華やかな晴れ着である。チマチョゴリには多様な色が

使われ、さらに刺繡やノリゲなどの飾りも多く付けられていた。このような
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在日コリアンポスターにおけるチマチョゴリ表象の専有

チマチョゴリは主に若い女性に着させられた。男性も描かれたものの、その

姿は洋服であり、チマチョゴリの姿ではなかった。これらの背景としては、

切り取られたデザイン上の平面、または宮殿などの王宮が描かれた。

　図 4は 1985年の指紋押捺拒否運動のポスターである。このポスターに描

かれたチマチョゴリは、第一期での華やかなチマチョゴリとは異なる地味な

普段着のチマチョゴリである。袖や襟までも白色で仕立てられ、柄や刺繡、

飾りなどは描かれていない。男性たちの上着のみに柄または色が表現されて

いるものの、それもまた単色で単純な柄で仕立てられている。また、一期の

チマチョゴリに比べ、ゆったりとしたシルエットを見せる。この地味なチ

マチョゴリは、若い女性に限らず、老若男女の多様な人物に着させられてい

る。これらの人物たちはいずれも正面を向き、同じ方向を見据えながら、片

手を空に向け、上げている。顔の表現は簡略化されているものの、無表情ま

たは真剣な眼差しを示している。また、人物たちの髪型は短いカットやパー

マが見られる。背景には、何も描かれず、画面全体が白地になり、描かれた

モチーフに集中できる構成となっている。

　図 5は 1987年開催の生野民族文化祭のポスターである。真ん中を走る子

供のチマチョゴリはセクドンチョゴリであり、袖は無論、襟や結び紐まで多

様な色が使われている。下衣の場合は、走りやすく伝統的なチマチョゴリよ

りは丈が短めになっている。また、頭には伝統的帽子を被り、手には伝統楽

器を握っている。一方、左右の人物たちのチマチョゴリは、伝統芸能の農楽

の服装である 25）。上下が白となっているのが目立つ。また、女性であるもの

の、ズボンのチマチョゴリを着ていることも特筆すべきである。その上に青

色の上着を羽織り、原色の紐をその上にまとっている。頭には子供たちが着

用したものと似た帽子を被り、伝統楽器を担いでいる。図 5に最も目立つ人

物像は、道路の真ん中を一列に元気よく走る子供たちである。その左右に大

勢の若い女性たちが立ち並び、子供に向け笑顔を見せている。これらの人物

が描かれている背景は日本の商店街だと見受けられる。舗装された道路は奥

へと伸び、その左右には日本語で書かれた看板と店舗が立ち並んでいる。
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　図 6は 1996年の京都朝鮮第一初級学校の創立 50周年記念イベントのポス

ターである。このポスターにチマチョゴリは右上と下段部に描かれている。

右上のチマチョゴリは図 5に出たような丈の短いチマチョゴリである。上衣

はセクドンチョゴリであり、袖と襟に多様な色が使われた。一方、刺繡や飾

りなどは見られない。下段部には図 5で見えた農楽のチマチョゴリが再び現

れた。上下白のチマチョゴリに濃い色の上着、帽子などが確認できる。右端

には女性用のセクドンチョゴリ、丈の長い伝統的なチマチョゴリが見える。

また、それぞれ異なる楽器を持っていることも特徴的である。これらのチマ

チョゴリは子供に着させられている。右上の少女は、片手でチョゴリの端を

掴み、逆の手で胸元に置き、前を向いて頭を下げている。その表情は明るい

笑顔を浮かべており、歓迎の挨拶をしているように見える。一方の左上の男

の子は、洋服姿であり、図 1にみるチマチョゴリの女性との対比を感じさせ

る。次に下段部には子供の群れが見える。それぞれの楽器を演奏し、踊りな

がら右端の少女についていくような姿を取っている。図6も背景は描かれず、

デザイン上の平面にモチーフが配置されている。

以上の三点のポスターから第二期のポスター分析を行った。第二期におい

ては、質素な普段着が描かれるようになった。華やかなチマチョゴリも現れ

るものの、舞台衣装ではなく、農楽のチマチョゴリのように一般の人々にも

着られる服装であった。人物のモチーフは、若い女性に限らず、老若男女の

多様な人物像を見せるようになった。とりわけ子供が多く描かれた。背景に

おいては、以前の時期と同様、省略される場合も多かったが、日本の商店街

のような現実的な空間が背景として登場し始めた。

　図 7は 2008年の第 36回韓国語弁論大会のポスターである。このポスター

には、2着のチマチョゴリが描かれている。左には農楽のチマチョゴリが描

かれている。白のチマチョゴリに青色の上着とその上にまとっている紐、ま

た帽子と楽器が見える。また、その下衣は描かれていないのも目立つ。一

方、右側には女性用のチマチョゴリが描かれている。晴れ着のチマチョゴリ

で袖と襟、結び紐がピンク色になっている。袖や下衣などから全体的にゆっ
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在日コリアンポスターにおけるチマチョゴリ表象の専有

たりシルエットを見せる。また、左下にはノリゲと楽器、唐辛子が描かれて

いる。これらのチマチョゴリは、人物に着させられているのではなく、チマ

チョゴリのみが描かれた。また、その背景には黄色い円がいくつか描かれて

いる。

　図 8は 2016年第 10回民団文化賞ポスターである。このポスターには一着

のチマチョゴリが画面全体を埋めている。単色で仕立てられ、刺繡や飾りも

ない地味な普段着のチマチョゴリが描かれている。このチマチョゴリも人物

なしで、それだけが描かれている。その背景として画面の余白が黄色く塗ら

れているものの、チマチョゴリ自体が背景として機能している構成となって

いる。

図 9は 2023年に民団沖縄が制作したコリアンフェスティバルのポスター

である。このポスターには農楽のチマチョゴリが 2着描かれている。今まで

の農楽のチマチョゴリと異なって青の上着が見えず、上半身にまとった紐に

赤と青、黄色の色が塗られている。これらのチマチョゴリは、人物と描かれ

ているものの、顔や手の詳細は大きく省略され、輪郭だけが描かれている。

背景としては抽象的な色面が描かれている。特徴的なのは韓国の国旗を連想

させる赤色と青色が、それぞれ左上と右下に配されている点である。

以上、第三期にみる三点のポスターを分析した。分析の結果、第三期にお

いては、一期と二期に登場した晴れ着と普段着のチマチョゴリが区別なく描

かれた。これらのチマチョゴリは、人物や背景が省略され、チマチョゴリの

みが描かれる場合が多かったことが明らかになった。

　以上の第一期から第三期にかけての在日コリアンポスターに見るチマチョ

ゴリのモチーフを中心とした分析から、チマチョゴリの表現は三つの傾向が

あることが判明した。その傾向をまとめると、第一期においては、華やか

な晴れ着が湧き女性に着せられ、非現実的背景と描かれた。第二期において

は、地味な普段着が老若男女に着せられ、商店街などの現実的な背景と描か

れた。第三期においては、晴れ着と普段着の区別なく描かれ、人物や背景は

省略され、チマチョゴリのモチーフそのものが単独で描かれた、といえる。
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考察

以上の分析から、在日コリアンのポスターにおけるチマチョゴリの表象

が、固定された伝統やエスニシティの象徴ではなく、時代や社会の状況、在

日コリアンの共同体の実践として新たな意味を作り上げ、重ね合わせてきた

表象であることを明らかにした。以下では、分析により明らかになった三つ

の時期のチマチョゴリ表象を手掛かりに、その専有のあり方をそれぞれ、理

想の再現と現実の再現、自由な表現としてまとめ、在日コリアンのアイデン

ティティ表象がいかに変化し続けたかを考察する。

第一期のポスターのチマチョゴリ表象は、理想の再現のため専有されたと

考えられる。この時期のチマチョゴリは華やかな晴れ着で主に若い女性に

着せられ舞台や王宮などの背景と結び付けられた。図 1の人物が着ているチ

マチョゴリは、伝統舞踊の服装ではない。扇子を持ち踊る「ブチェチュム

（부채춤）」は1950年代のソウルで初演された創作舞踊である 26）。図2では子

供用のセクドンチョゴリが 20周年というスローガンと組み合わされている。

図 3では王宮の前で女性の群れが踊っている。これらのチマチョゴリの表象

は一見、伝統とエスニシティの象徴として捉えることができる。しかし、い

ずれも伝統には従わず、主に理想とする姿を見せるため、再構成された表現

だと解釈でき、それはセルトーのいう密猟的専有に重ねてみることができ

る。したがって、この時期のチマチョゴリの表象は、朝鮮民族の伝統要素を

与えられた資源にし、日本社会という自らの属する社会文脈に合わせ、美し

き朝鮮文化を演じ、誇りうる朝鮮文化を提示する戦術的実践として理解でき

る。

第二期のポスターのチマチョゴリ表象は、現実の再現のために専有された

と捉えられる。この時期のチマチョゴリは普段着や農楽のチマチョゴリな

ど、老若男女に着せられ、コリアンタウンのような現実的背景と結び付けら

れて表象された。これは在日コリアンが自らの共同体を認識し始めたことを

意味する。図 4では普段着の老若男女が、図 5と図 6には在日コリアンの庶
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在日コリアンポスターにおけるチマチョゴリ表象の専有

民文化、祭り用の服装が描かれた。さらに丈の短いチマチョゴリのように現

代化されたチマチョゴリも確認できる。これらのチマチョゴリは、在日コリ

アンの集住地のコリアンタウンなどと結び付けられた。すなわち、第二期の

チマチョゴリ表象は理想化された朝鮮民族を表すための一期のチマチョゴリ

を専有し、日本社会で生きていく在日コリアンという共同体を再認するため

の専有のため用いられたと捉えられる。これらの専有を通じ共同体のアイデ

ンティティが形成させ、在日コリアンが共同体として自己像を結集させる契

機となった。

　 第三期のポスターのチマチョゴリ表象は、自由な表現のために専有され

たと解釈できる。この時期のチマチョゴリは人物や背景から切り離され、チ

マチョゴリそのものが単独で描かれることが多かった。図 7や図 8では、チ

マチョゴリだけが画面を占め、人物は省略された。図 9でも人物は輪郭のみ

が描かれた。これはチマチョゴリがすでに十分に専有され、他の要素に依存

せず、それ自体で在日コリアンを表象しうる段階に至ったことを意味する。

他の要素を用いるより、チマチョゴリをいかに表現するのかが、この時期の

チマチョゴリの表象に問われた。図 7は薄い水彩画のような表現、図 8は抽

象画のような平面的構成、図 9は水墨画のような濃淡を用いた。すなわち、

第三期の専有は、チマチョゴリを共有資源として誰もが自由に再利用できる

表現へと変化させた。前述のジェンキンズが論じた参加型文化に照らせば、

この段階のチマチョゴリ表象は、共同体の外部にまで開かれた表現のプラッ

トフォームとなり、在日コリアンのアイデンティティ表象をより柔軟かつ創

造的に更新する契機となったと解釈できる。

結論

　本稿では、戦後在日コリアンのポスターにおけるチマチョゴリの表象を、

専有という観点から分析した。その結果、ポスターに描かれたチマチョゴリ

は固定的な伝統やエスニシティの象徴ではなく、次の三段階を経て変容して
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きたことが明らかとなった。すなわち、第一期は、理想の再現として華やか

な晴れ着を通じた美化された民族像の提示、第二期は、現実の再現として在

日コリアン共同体の人々の生活と結び付いた服装の表象、そして第三期は、

自由な表現としてチマチョゴリそのものが独立したモチーフとなり、誰もが

再利用できる開かれた象徴へと展開した。この変容の過程は、セルトーのい

う密猟的専有から始まり、フィスクのいうファンダムのアイデンティティ形

成、さらにジェンキンズの参加型文化に至るまで一連のダイナミズムを体現

している。在日コリアンは、外部から与えられた民族衣装という表象を受動

的に背負う存在ではなく、自らの状況に応じ再解釈し続ける主体的な文化実

践の担い手であったことが示された。

以上のことから本研究では、チマチョゴリが専有を通じて在日コリアンの

アイデンティティ表象として位置づけられる過程について明らかにした。し

かし、その過程において、どのような視覚的・文化的経験が生み出され、共

同体の中で共有されていくかについては十分に検討できなかった。これらの

点については、今後さらに検討を深める必要がある。
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［図版］

左：図 1．東京商銀信用組合、組合員慰安の夕べ、1964年、『写真で見る民団 20年史』
抜粋　

中：図2．在日本大韓民国居留民団、創団20周年記念祭、1967年、『写真で見る民団20
年史』抜粋　

右：図 3．在日本大韓民国居留民団大阪府布施支部、秋夕同胞慰安の日、1975年、
KBS制作

左：図 4．在日本韓国人基督教会指紋拒否実行委員会関西集会実行委員会、在日韓国
人基督者外登法改正要求関西蹶起大会、1985年　

中：図5．’ 88生野民族文化祭実行委員会、’ 87生野民族文化祭、1987年　
右：図6．京都朝鮮第一初級学校、創立50周年記念イベント、1996年　
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左：図7．在日本大韓民国民団中央本部、第10回MINDAN文化賞、2016年、KBS制作
中：図 8．大阪韓国青年会議所、第 36回韓国語弁論大会、2008年　③ 民団沖縄、コリ

アンフェスティバル、2023年
右：図9．民団沖縄、コリアンフェスティバル、2023年
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SUMMARY

Appropriation of Chima Chogori in Zainichi Korean Posters

Bon Woo Koo

�is paper examines the representation of the chima chogori, the tradition-
al Korean costume, in posters produced by Zainichi Korean organizations, fo-
cusing on the process of appropriation as a cultural practice. Rather than a �xed 
symbol of tradition or ethnicity, the chima chogori has been appropriated and 
transformed across different historical moments to serve the changing needs 
of the community. Through visual analysis of selected posters, three styles of 
transformation are identi�ed: the �rst presents an idealized image of their origin 
and culture through fancy costumes and young women; the second connects the 
attire to everyday life and community identity in Japan; and the third highlights 
the chima chogori as an independent motif open to diverse expressions. This 
trajectory illustrates a dynamic process extending from de Certeau’s notion of 
everyday appropriation to Fiske’s emphasis on fandom and identity, and further 
resonates with Jenkins’s concept of participatory culture. �e study demonstrates 
that Zainichi Koreans were not passive successors of externally imposed ethnic 
symbols, but active subjects who reinterpreted and recontextualized visual mo-
tifs according to their circumstances. �ese �ndings contribute to a deeper un-
derstanding of how minority communities express and negotiate their identities 
through visual representation.
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